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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

個
別
指
導
対
策
講
習
会

日
時　

11
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
０
年
８
月
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

指
導
対
策
と
カ
ル
テ
の
書
き
方
注
意
点

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会　

女
性
の
生
き
方
を
見
つ
め
る
学
習
会

日
時　

12
月
３
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時　
　

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

斉
藤
み
ち
子
氏
（
愛
知
協
会
副
理
事
長
）

会
費　

会
員
無
料

キ
ュ
ー
バ
の
女
性
の
社
会
進
出
と
医
療
事
情（
仮
）

雇
用
講
習
会

日
時　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

情
報
化
社
会　

知
っ
て
い
ま
す
職
員
は　

備
え
が
大

切
、年
休
・
育
休
・
退
職
金
・
解
雇

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

日
時　

12
月
８
日
（
木
）
午
後
８
時
〜
10
時

会
場　

な
か
じ
ま
歯
科
医
院
２
階 

研
修
室

　
　
　

 

（
高
石
市
東
羽
衣
３
―
10
―
１
：
南
海
本
線
「
羽

衣
」
駅
徒
歩
５
分
）　
　

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
島　

康
氏
（
高
石
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
対
応

 

〜
他
院
で
治
療
を
受
け
た
患
者
さ
ん
へ
の
対
処
法
〜

お
お
さ
か
医
科
歯
科
九
条
の
会　

秋
の
講
演
会

日
時　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

秋
葉
忠
利
氏
（
前
広
島
市
長
・
広
島
大
学
特
任
教
授
）

会
費　

無
料

こ
れ
か
ら
の
日
本
へ　

核
廃
絶
へ
の
展
望
と
日
本
国

憲
法
九
条
に
よ
せ
て

日
時　

11
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

高
柴
正
悟
氏
（
岡
山
大
学
大
学
院
教
授
）

会
費　

会
員
無
料

医
科
・
歯
科
連
携
―「
糖
尿
病
と
歯
周
病
」共
同
研
究

の
進
め
方

269

「世界七不思議（自家製版）」未刊

絵　藤田　進 （河内長野市）

小玉　圭司（大東市）
　

２
０
０
８
年
の
夏
、
人
間

ド
ッ
ク
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
結
果

は
、「
左
肺
に
影
有
り
要
精

密
検
査
」
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
前
年
に
父
が
肺
癌
で
他

界
し
て
い
た
の
で
、
呼
ば
れ

　

歯
が
原
因
で
は
な
い
〝
歯

痛
〞
は
非
歯
原
性
歯
痛

（nonodontogenic　

toothache

）
と
呼
称
さ
れ
、

数
多
く
存
在
す
る
。
同
様

に
、
顎
関
節
症
を
模
倣
す
る

医
科
的
な
疾
患
も
い
く
つ
も

あ
る
。
誤
診
に
よ
る
無
意
味

な
抜
歯
や
抜
髄
を
防
ぎ
、
こ

れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
患
者
と

の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
回
避

す
る
た
め
に
も
こ
れ
ら
の
疾

患
と
鑑
別
法
を
知
っ
て
い
る

必
要
が
あ
る
。
講
演
で
は
、

以
下
の
３
疾
患
に
つ
い
て
解

説
す
る
。

１
）
群
発
頭
痛
は
上
顎
最
後

臼
歯
の
激
痛
と
自
覚
さ
れ
る

た
め
、
患
者
の
30
％
が
歯
科

医
院
を
受
診
し
、
16
％
が
歯

科
医
の
誤
診
に
よ
り
抜
歯
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
頭
痛
専
門

医
の
間
で
知
ら
れ
て
い
る
。

２
）
三
叉
神
経
痛
の
患
者
さ

ん
の
ほ
と
ん
ど
は
、
発
作
性

の
疼
痛
を
「
歯
の
痛
み
」
だ

と
自
覚
す
る
た
め
に
歯
科
を

受
診
す
る
。
本
疾
患
も
誤
診

に
よ
る
抜
髄
・
抜
歯
が
多
い

疾
患
で
あ
る
。

３
）
舌
咽
神
経
痛
は
大
開
口

時
痛
の
顎
関
節
部
痛
を
主
訴

に
歯
科
を
受
診
す
る
こ
と
が

多
く
、
歯
科
医
が
見
た
ら
ま

ず
間
違
い
な
く
顎
関
節
症
と

誤
診
す
る
。
悪
化
す
る
と
開

口
や
嚥
下
も
で
き
な
く
な
る

た
め
、
患
者
が
一
切
の
飲
食

を
拒
否
す
る
こ
と
が
あ
る
。

日
時　

12
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

　

海
外
技
工
物
の
国
内
流
通
を
事
実
上
容
認
し
た
今

年
２
月
の
歯
科
技
工
の
海
外
委
託
問
題
判
決
。
製
作

者
の
資
格
も
材
料
基
準
も
問
わ
れ
な
い
不
当
な
も
の

だ
っ
た
。
司
法
の
場
か
ら
立
法
、
行
政
の
場
へ
と
ス

テ
ー
ジ
が
移
っ
た
今
、
更
な
る
活
動
推
進
に
向
け
、

新
た
な
提
案
を
す
る
。「
２
０
１
１
技
工
士
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
」
の
第
２
部
と
し
て
企
画
。
午
後
１
時
15
分
か

ら
の
第
一
部
で
は
学
術
講
習
会
『
鉤
設
計
の
固
定
観

念
を
改
め
る
必
要
性
』（
射
場
信
行
氏
）
を
開
催
。

参
加
費
：
２
千
円

主
催
：
大
阪
歯
科
技
工
士
連
絡
会

共
催
：
協
会
政
策
部

申
し
込
み
は
協
会
事
務
局
ま
で
。

＊
懇
親
会
参
加
は
別
途
３
千
円
。

の
落
ち
込
み
、
全
く
無
関
係

な
部
位
の
異
常
な
ど
の
不
定

愁
訴
を
訴
え
始
め
た
患
者
さ

ん
を
か
か
え
て
い
な
い
だ
ろ

う
か
？
ま
た
、
診
療
室
で
か

ん
し
ゃ
く
を
起
こ
し
、
怒
鳴

っ
た
り
泣
き
出
し
た
り
す
る

よ
う
な
患
者
に
困
惑
し
た
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
こ
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、
精
神
医

学
的
な
知
識
で
説
明
可
能
な

場
合
が
多
く
、 

身
体
表
現
性

障
害
・
う
つ
病
・
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
障
害
な
ど
の
概
念

が
役
に
立
つ
。
無
用
な
治
療

や
訴
訟
を
回
避
す
る
「
歯
科

医
自
身
の
危
機
管
理
」
の
た

め
に
も
必
要
な
知
識
で
あ

る
。

原
因
と
治
療
法
は
、
三
叉
神

経
痛
に
準
ず
る
。

４
）
非
定
型
歯
痛
は
、
初
発

時
に
は
歯
髄
疾
患
の
様
に
見

え
る
。
Ｘ
―
Ｐ
で
は
何
の
異

常
も
な
い
の
に
、
患
者
が
痛

み
を
訴
え
、
何
カ
月
も
根
管

治
療
を
続
け
た
あ
げ
く
、
抜

歯
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
、
抜
歯
し
て
も

痛
み
は
消
え
な
い
。
痛
み
の

原
因
は
脳
内
の
セ
ロ
ト
ニ
ン

系
神
経
の
異
常
で
あ
る
か

ら
、
歯
の
治
療
で
は
治
ら
な

い
。
治
療
の
第
一
選
択
は
三

環
系
抗
う
つ
薬
に
よ
る
薬
物

療
法
で
あ
る
。

５
）
精
神
疾
患

　

歯
科
治
療
を
き
っ
か
け

に
、
め
ま
い
や
頭
痛
、
気
分

た
な
と
覚
悟
を
決
め
、
診
療

所
の
始
末
等
あ
れ
こ
れ
考
え

な
が
ら
、
生
命
保
険
証
書
な

ど
掻
き
集
め
て
い
る
時
に
本

棚
で
ふ
と
手
に
し
た
の
が
、

森
本
哲
郎
編
『
新
撰
「
世
界

七
不
思
議
」』（
文
春
文
庫
ビ

ジ
ュ
ア
ル
版
、
１
９
８
８

年
）。
文
庫
本
な
が
ら
表
紙

の
装
丁
が
綺
麗
で
残
し
て
い

た
本
だ
っ
た
が
、
眺
め
て
い

る
う
ち
に
、
い
つ
か
機
会
が

あ
れ
ば
自
分
な
ら
ど
こ
に
行

こ
う
と
読
後
夢
想
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
た
。

　

本
家
は
紀
元
前
２
世
紀
の

フ
ィ
ロ
ン
著
『
世
界
の
７
つ

の
景
観
』
だ
が
、
自
家
版
で

は
如
何
に
と
思
案
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
テ
レ
ビ
で
２
０
０

９
年
７
月
22
日
の
ト
カ
ラ
皆

既
日
蝕
を
知
っ
た
。「
南
海

ト
カ
ラ
諸
島
で
、
そ
の
奇
観

を
背
景
に
皆
既
日
食
を
見
よ

う
。
厳
密
に
は
建
造
物
で
は

な
い
け
れ
ど
」。
覚
悟
を
決

め
て
精
密
検
査
を
複
数
の
病

院
で
受
診
後
、
早
速
、
ツ
ア

ー
を
申
し
込
み
、
船
は
豪
華

客
船
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」、
船

室
は
見
知
ら
ぬ
人
と
の
３
人

相
部
屋
、
観
測
地
は
ト
カ
ラ

諸
島
の
ひ
と
つ
「
諏
訪
之
瀬

島
」
の
滑
走
路
上
と
決
ま

る
。
そ
れ
か
ら
は
暇
を
見
て

は
、
天
文
雑
誌
を
買
い
漁

り
、
機
材
を
揃
え
、
日
蝕
の

写
真
撮
影
に
ビ
デ
オ
撮
影
、

ど
こ
に
し
よ
う
か
と
考
え
て

い
た
と
こ
ろ
、
出
た
検
査
結

果
は
「
一
時
的
な
炎
症
像
で

異
常
な
し
」。
他
の
病
院
も

同
上
。
今
更
キ
ャ
ン
セ
ル
も

と
出
か
け
た
結
果
は
、
あ
の

時
期
に
は
珍
し
い
台
風
の
絵

一
驚
で
大
雨
の
大
し
け
。
諏

訪
之
瀬
島
へ
の
上
陸
も
か
な

わ
ず
船
の
甲
板
で
の
観
測
。

意
地
で
望
遠
鏡
を
設
置
す
る

も
太
陽
な
ど
な
に
も
見
え

ず
、
同
乗
の
テ
レ
ビ
取
材
の

カ
メ
ラ
に
ず
ぶ
ぬ
れ
姿
を
映

さ
れ
る
お
ま
け
付
き
だ
っ

た
。

　

今
、
手
元
に
は
埃
を
か
ぶ

っ
た
望
遠
鏡
一
式
と
編
集
す

る
気
に
も
な
ら
な
い
Ｓ
Ｄ
メ

モ
リ
ー
カ
ー
ド
の
山
が
あ

る
。

　

『
世
界
七
不
思
議
（
自
家

製
版
）』
…
い
つ
か
達
成
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

小
玉
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
奥
野

昌
史
先
生
（
羽
曳
野
市
）
で

す
。

更
に
は
道
中

の
ビ
デ
オ
撮

影
ま
で
準
備

万
端
整
え

た
。

　

精
密
検
査

の
結
果
を
聞

き
に
行
っ
た

病
院
の
待
合

室
で
も
、
さ

て
二
つ
目
は

海
外
技
工
訴
訟
弁
護
人
が
講
演

講
師
：
川
上
詩
郎 

弁
護
士

新
ス
テ
ー
ジ
へ『
患
者
に
と
っ
て
安
全

か
つ
最
良
の
歯
科
医
療
を
求
め
て
！
』

12月度生涯研修抄録

原
因
不
明
の
歯
痛
・
顔
面
痛
を

ど
う
診
断
す
る
か

非
歯
原
性
歯
痛
：
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
異
常
が

な
い
の
に
な
ぜ
歯
に
痛
み
を
訴
え
る
の
か
？

井
川　

雅
子
（
静
岡
市
立
清
水
病
院
口
腔
外
科
）

日
時
：
12
月
４
日
（
日
）
15
時
〜
17
時

場
所
：
エ
ル
大
阪
（
天
満
橋
）


